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お花の飾り方もご提案する植物店
「植物のある生活」の幸福感を届けたい

ポポラス植物店
代表 奥野宏実さん

　当店は生花や鉢物を取り扱う植物店です。単に花材を
販売するだけでなく、当店の商品の特徴や飾り方など専
門的な知識を提供することで、「植物のある生活」を存
分に楽しんでいただける店を目指しています。花材につ
いてはそのとき状態が良いものを仕入れるよう心がけて
いるため、珍しい種類のお花が入ってくることもありま
す。事前にお花の種類や色のリクエストをお受けするこ
とはできませんが、どれも自信をもって仕入れたものば
かりですし、適切な育て方についてもできるだけ詳しく
お伝えするようにしています。また、「Henry Dean」や

「DutZ」など欧州メーカーによる魅力的なガラス製の花
瓶も数多く取り揃えており、花瓶好きのお客様からご好
評をいただいています。

事業内容やこだわり
植物の育て方・飾り方も助言できる専門店

　実家が生花店でしたので、子どもの頃から植物は身近な
存在でした。園芸関係の短大を卒業後は東京の店舗での
勤務経験を経て家業に入り、店長として従事していましたが、

とちぎの輝く企業を紹介します
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笑顔Library笑顔Library
企業の笑顔がとちぎを変える！

　

創業のきっかけ
長年の経験を活かす道を夫があと押し
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　もともと起業するつもりがなかったので当然資金も貯め
ていなかったのですが、「創業には初期費用の準備が重要」
という知人からのアドバイスもあり、融資を受けて手元資
金を確保し、創業に備えることにしました。幸いにも、商
工会の創業支援塾に参加した時に知り合った金融機関さん
のご紹介で、信用保証協会さんと繋がることができ、スムー
ズに資金を調達することができました。創業前の面談は緊
張しましたが、担当者の方が親身に話を聞いてくださった
ので、リラックスしてお話ができました。

　当店はイベントホール近くの立地で、開業前は贈答花の
需要を見込んでいましたが、コロナ禍でイベント中止が相
次ぎ贈答花の注文はほぼ皆無となりました。ところが、ス
テイホームが推奨され、おうち時間の充実に注目が集まり、
自宅で楽しむお花を求めてご家族で来店されるお客様が大
勢いらっしゃったことは想定外の嬉しい出来事でした。
　開業当初は私物の花瓶を店舗に持ち込んで花を飾ってい
ましたが、お客様から花の生け方を聞かれたり、花瓶の購
入を希望されたりすることが増えたため、花瓶の販売も本
格的に行うようになりました。当店で花瓶を購入したことを
きっかけに植物に興味を持ったお客様も多く、ご購入いた
だいた花瓶に合わせたお花のご提案や飾り方のご説明もさ
せていただいています。

エピソード
コロナ禍での癒しを求めてたくさんのお客様が来店

信用保証協会の印象
創業支援塾を通じて信用保証協会と繋がった

今後の目標
花の飾り方を伝える教室を始めたい
　今はお客様が商品をご購入された際に、店頭で花の飾
り方をお教えしていますが、1人で接客できる人数はど
うしても限られてしまいます。そこで、多くの人にお花
の飾り方や育て方などをじっくりお伝えできる教室を開
講し、「植物のある生活」の楽しさを広めていきたいと
考えています。
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ポポラス植物店

　かつてはお金を借りることに負のイメージが

ありましたが、借入れによる責任が生じること

で、きちんと計画を立て、準備する行動に導か

れます。創業に関するアドバイスもいただけ

ますので、ぜひ信用保証協会さんに相談

してみてください。

これから創業する方への
メッセージ

ポポラス植物店
代表：奥野宏実
設立：2020年3月

営業時間　11:00〜15:00
（最終入店14:45）

定休日：土・日・月・火曜日
住所：〒325-0026
那須塩原市上厚崎488-1
サンハイツスズキ101
電話・FAX：0287-79-9096
インスタグラム:
https://www.instagram.com/
popolas._shokubututen51/

当時は自分が起業することになるとは思ってもいませんでした。
　そんな私に転機が訪れたのは、結婚して子どもが生まれ
た時です。それまで20年以上多忙な現場で働いてきました
が、仕事と育児の両立に疲れてしまい、一度お花の世界か
ら離れることにしました。しかし、退職後1か月も経たない
うちに色々な花屋さんを巡り歩くようになったり、家で花瓶
について話したりしていた私を見た夫が、「仕入れからディ
スプレイ、接客までできるのに、花屋の仕事を続けないの
はもったいない」と言ってくれました。そこで、家族からの
あと押しがあったこともあり、子育てしながらでも自分のペー
スで働けるよう、自分で営業時間を設定できる「起業」と
いう形でお花に携わることを決意しました。


